
見 積 執 行 通 知 書

年  月  日

様

(住 所)

(法人名 )

(契約担彗者職氏名)

工事の見積を行いますので下記事項を留意のうえお集まり下さい。

記

1工 事 名

2 工 事 場 所        市 (郡)     町 (村)     地内

3工 事 日 数     日 間

4 現場説明の日時場所     月   日   時   分   ○ ○ 内

5 入札執行の日時場所     月   日   時   分   O O 内

6 代理見積の場合は、本人の委任状を提出すること。

7 見積書及び見積用封筒は、長崎県社会福祉施設整備事業の適正化に関する要綱に定

める様式によること。

S 入札は、消費税を含まない金額で行うこと。

印

吼



入 札 執 行 通 知 書

(住 所 )

(法人名)

(契約担当者職氏名)

年  月  日

様

印

ェ事の入札を行いますので下記事項を留意のうえお集まり下さい。

記

1工 事 名

2 工 事 場 所        市 (郡)    町 (村)     地内

3工 事 日 数      日 間

4 現場説明の日時場所     月   日   時   分   O O 内

5 入札執行の日時場所     月   日   時   分   O O 内

6 入 札 保 証 金  1 免除する。

2 入札金額のO/○ ○以上を納付すること。

7 最低制限価格   有  無

(最低制限価格より低い価格の入札をした者は、2回日以降の入札に参加することが

できないものとする。)     i

8 無効入札  長崎県社会福祉施設整備事業の適正化に関する要綱第 7条に該当する

とき。

9 代理入札の場合は、本人の委任状を提出すること。

10 入札書及び入札用封筒は、長崎県社会福祉施設整備事業の適正化に関する要綱に定

める様式によること。

11 入札は、消費税を含まない金額で行 うこと。



人
　
事

法

　

工

鬼

名

所

入札 (見積)執行 日

入 札 (見 積 )参 加 候 補 者 名 簿

時   ′方`

契約担当者職氏名 ⑪
工 事 場

年   月  ヽ 日

県 の 意 見代   表   者所 在 地商 号 又 は 名 称



予 定 価 格 書

工  事  名

工 事 場 所 市 (郡 ) 町 (村 ) 地内

予 定 価 格

消費税を含む価格 円

、消費税を除く価格 「
(入札 ,見積書比較価格) 円

最低制限価格
(見積の場合を除
く)

消費税を含む価格 円

消費税を除く価格
(入札 。見積書比較価格) 円

上 記 の と お り定 め る 。

年  月  日

(法 人 名 )

(契約担当者職氏名) 印



入
｀
オL(見 積 )書

年  月  日

様

入札 (見績)者 住 所       :

氏 名

(代理人による入札 (見積)の場合は)代理人

下記工事を請け負いたいので、下記金額をもって入札 (見積)します。

記           .

印

　

印

1工 事 名

食 工事場所

3 工事日数

4 入札 (見積)条件

市 (郡)    町 (村)     地内

日 間

入札 (見績)執行通知書に記載しているところによる。

備考 1 入札は、消費税を含まない金額で行うこと。

2 金額は、アラビア数字を用い、訂正又はまつ消することはできない。

¥



入 札 (見 積 )用 封 筒

工事名

入 札 (見 積 )書

氏 名 ⑩



委 任 状

年  月  日

契約担任者名

様

委任者所在地

面号及び名称

代表者名 ⑩

今般下記の者を代理人として定め、次の権限を委任いたします。

氏   名 ⑩ (注 )

委任事項 )

1入札 (見積)名 OOOOOの 入札及び見積に関する一切の権限

(注)代理人の印鑑は、必ず入札 (見積)書に使用する印鑑と同一のものとするЬ



入 札 (見 積 )結 果 表

法   人
工   事

鬼

え

工 事 場 所

入札 (見積)執行日  年  月  日 時  分

入札結果 は、上記 の とお りです。

年  月  日

※ (様式第 4号)予定価格調書の写しを添付すること。

法 人 名
契約担当者

立 会 者
磯 【名

職氏名

職 時名

職氏名

職 (‐名

印

印

印

印
―
原本と相違ないことを証明する。

年  月  日

契約担当者職氏名

印

⑪

結 果第 3回第 2回第 1回代  表  者所 在 地
歳    匡〕   、T′    ,こレ   メ色之   券



下 請 負 人 報 告 書

年  月  日

様

法人名

契約担当者 職氏名

下記のとおり契約業者が下請人を決定したので、報告します。

記

工事名

工事場所 市 (郡)  町 (村) 地内

契約業者

下請負人 1

下請 人  2

備考  1 -括 下請は、長崎県社会福祉施設整備事業の適正化に関する要綱第 10条によ
り、禁止されているので注意すること。

2 下請負い人が 2者以上となる場合は、別途用紙を継ぎ足して報告すること。

印

契約業者の商号

又は名称

契約業者の住所 県 市 (郡)   町 (村 )
契約工事の内容

下請負人の商号

又は名称

下請負人の住所 県 市 (郡)   町 (村 )
下請工事の内容

下請負人の商号

又は名称

下請負人の住所 県 市 (郡 ) 町 (村 )

下請工事の内容



平成 年度 社会福祉施設整備費支出状況及び進捗状況報告書
事業主体名

年  月  日現在) 代表者

内示日  年  月  日

契約日   年  月 日

設備整備分
契約額 円

円

( 円 )

円

( 円 )

円

( 円 )

円

円 )

円

( 円 )

円

( 円 )

工事区分

進捗率 %

施設整備分
契約額 円

円

( 円 )

円

( 円 )

円

( 円 )

円

( 円 )

円

( 円 )

円

( 円 )

施設名

契約者名

設計管理分
契約額 円

円

( 円 )

円

( 円 )

円

( 円 )

円

( 円 )

円

( 円 )

円

( 円 )

支出日

/

/

/

/

/

/

注:(   )内 は各契約分の累計を記入すること。また支出後3日 以内に提出すること。



入札シナリホ (標準タイプ)

(1)開夕台

A「ただいまより、 (入札番号、八本L名を読み上げ)

の入札を行います。」

(2)出欠確認

A「出席を確認しますので、返事をしてください。」

(業者名の′ミ呼)

(指名請負入調書で確認)

(3)(辞退届が提出されている場合)

A「OO業者さんは辞退届がでていますP」

(4)委任状の提出

A「代理人の方は委任状を提出してください。」

・・・委任状の審査

(5)注意事項説明
―
 右記載の注意事項を読み上げ、下記事項も読み上

げる。

A「入札に際し注意事項を説明します。」

A「入札書には、見積もちた契約希望金額の 110分

の 1001こ相当する金額、つまり、課税、非課税事業

者を問わず、消費税に相当する額を抜いた金額を

記載してください。」

A「入札者の記名押印漏れ、入札書の記載事項に記載

漏れ、誤 りがないか十分確認してください。」

A「特に代理人が入札する場合は、代理人の記名押印

が漏れていないか、入札書に記載した氏名は委任

状と同じか確認してください。」

A・ ・・入札執行補助者

B・ ・・入札執行者

注意事項等

※ 一般競争入札の場合、開始前に資格審査結果通
知書等により参加の確認を行う。

物品の場合 :品名、納期限(特殊条件の読み上げ

役務の提供 (委託)の場合 :委話番号、委託洛の読み

上げ

・業者名と指名請負人調書との確認

※ 一般競争入札の場合、確認は不要

○委任状の審査

・委任状の記載事項に誤りがないか。

・委任者の記名押印及び受任者の記名押印漏れが

ないか。

・委任事項が明記されている力Ъ

。その他委任状の審査基準 (P.54～ 55)を参照。

○注意事項

。最低制限価格が設けられている場合

、 「当該入札には最低制限価格を設けてお り、

最低制限価格を下回つた者は失格となり再度入

札に参加できません。」



A「漏れ、誤りがあった場合、無効となる場合があり

ます。」

A「再度、入本L番号・入木L名を読み上げますので、も

う一度よく確認してください。

(6)入札執行

A「入札書を提出してください。」

(入本L書投函)

A「全員入札書の提出を終わりましたかと」

<全員の提出が完了したことを確認して>

A「これで入札書の提出を打ち切ります。」

(7)第 1回目開札

A「第 1回 目の開札を行います。」

(審 査 )

(8)落札者の決定 (A及びB)

(予定価格調書の開封)

※ 落札判断基準
◎ 最低制限価格を設けている場合
・予定価格≧最低入札価格×rユ O

≧最低制限価格 →落札
・最低入札価格×1.10>予定価格 →再度入札
◎ 最低制限価格が設けられていない場合
・予定価格≧最低入札価格×1.10

≧予定価格の2/3 →落札
・予定価格の2/3>最 低入札価格×1,10
→保留

。入札番号・入札名は、開始時に同じ。

・入札番号・入札名及び記載事項に誤りがないか再度

確認をとること。

り齢L幕町丁中に辞退の申し出があつた場合は、入本L書

の金額欄に辞退と記載し、入札箱に投入させるこ

と。

○打ち切り宣言後は、入札書の提出は認めない。

〇審査方法

う封筒数の確認。

・入札書の記載予定箇所に正確に記載されている

か 。

・入札書記載内容が有効・無効かの判断をする。(判

断基準はP.55～58参照)

・有効無効の判断が付きにくいときは一旦入札を

保留し、上司等の判断を仰ぐこと。     す

・入札書を金額の低セ潮贋に上から並べ確認、無効札

は無効のスタンプを押し、一番下に置く。

○開札は入札者全員が立ち会う。

○落本Lの判断基準は左記のとおり。



① 落札の場合
A「最低入札価格〇〇円」

B「落札」

A「OO業者 (会ネ上名)落札、落札額○○円、これ
に癒%を加算し■額が契約額となります。」

(入札書に「第 1回落札」のスタンプ及び入札執行

者の確認印の押印)

② 無効入札があつた場合
B rOO業者は、 (無効理由)のため無効です。」

(入札書それぞれに「無効」のスタンプ及び入札執

行者の確認印の押印)

③ 保留とする場合 (最低制限価格を設けていない

時)

●予定価格の2/3を下回つたとき、
B「入札を一旦保留します。」

B「 しばらくお待ちください。」

この間に上司等と協議し、判断する。

O協議の結果、落札と判断した場合、

A「最低入札価格OO円」
B「落札」

O協議の結果、内容を確認し、その後落札決定する

場合

B「当該入札額では契約の履行に疑義がありま

すので、入札を保留します。」

B「最低入札者のOO業者は、連絡しますので調

査にご協力願し`ます。」

B「なお、落札決定は後日当方より各業者に連絡

します。」

④ 再度入札の場合
A「最低入札価格OO円」
B「超過」

A「第 1回 目OOO円は、超過ですので 第ヽ 2回 目
をお願いします。」

O入本Lの無効は、 P.51～52参照

(規則第 100条、第 105条 )

※ 武応 を協議する間、室内に待機させること。
O最低制限価格を設けていない場合で、予定価格の

2/3を下回つた場合は、入本とを一旦保留し、上司

等の判断を仰ぐ。

予定価格の2/3を下回うて入札を保留するの

は法令上決まっていないが(確実な履行が出来る

のか確認することも含めて落札決定の判断を上司

等に仰ぐこと。 (P.48参照)

① 予定価格の積算に誤りはないか。
② 参加者に正しい設計書、仕様書が渡ってい

るか、内容を正しく理解しているか。

③ 見積もつた金額で履行可能か。(場合によつ

ては積算内訳書等の確認を行う。)

①→②吟③の順に確認を行う。

○落札決定の通知は文書にて行うこと。

送付方法はFAXな どでもよいが、到達確認を確

実に行うこと。



(9)第 2回開札

A「第 2回 目の開札を行います。」

審査、落札者の決定は(7)第 1回 目開札 (審査)、

(8)による。

A「最低入札価格OO円」
B「超過」

A「第 2回 目O①O円は、超過ですので、第 3回 目を

お願いします。」   十

A「なお、入本Lは 3回までとなっていますので、ご注

意願います。」

(10)第 3回開札

A「第 3回 目の開札を行います。」

審査、落札者の決定イュ(7)第 1回 目開札 (審査)、

(8)による。

◎ 3回の入札で落札者がない場合

(1)入札打ち切り宣言

A「最低入札価格〇〇円」          ′

B「超過」

B「第 3回 目も落ホLし ませんでしたので、当入ホLは不

調となります。」

B「以上で当入札を終了します。」

(最低額の入札書に「超過」のスタンプ及び入札執行

者の確認印の押印)

(2)随意契約を行う場合

A「最低入札価格OO円」
B「超過」

B「第 3回 目超過となりましたが、地方自治法施行令

第 167条の2第 1項第 8号により随意契約を行い

ますので、最低入札者のOO業者さんと協議いた
します。」

B「〇〇業者さん、見積をする意思がありますか。」

① 見積をする意思がある場合
B「OO業者さん、見積書を提出してください。見

積書の提出は 1回限りです。」

B「他の方はそのまま席でお待ちください。」

。(1)の場合、一般競争入札の場合は再度公告を、指

名競争入札の場合は指名替えにて再度、入札を行

う。

・見積書を持参していない場合は、入札書を見積書に

訂正して提出させる。

「訂正個所は、入札と記入している箇所すべて。



①―ア 見積額が、予定価格以下の場合
A「見積額、OO円」
B「決定」

A「oo業者 (会社名)決定、決定額OO円 、これ

に錘%を加算した額が契約額となります。」

(見積書に「決定」のスタンプ及び入札執行者の確

認印の押印)

①―イ 見積額が予定価格を超える場合
A「見積額、OO円」
B「超過」

B「本入札は終了します。」

(見積書に「超過」のスタンプ及び入札執行者の確

認印の押印)

② 見積をする意思がない場合
B「本入札は終了します。」

◎最低制限価格を下回った場合

(1)一部の業者が最低制限価格を下回る場合

A「最低入札価格○○円」

B「最低制限価格を下回つているため、失格」

↓

複数の業者がいる場合は、順次繰り返す。

(失格者の入札書に「失格」のスタンプ及び入札執行

者の確認印を押印し、す番下におく)

(2)入札参加者全員が最低制限価格を下回る場合

A「最低入札価格○○円」

B「最低制限価格を下回つているため、失格」

↓

全業者、順次繰り返す。

B「入札された全業者が、最低制限価格を下回つてい

るため全業者失格とします。」

A「以上をもちまして入本Lを終了します。」

(失格者の入札書に「失格」のスタンプ及び入札執行

者の確認印の押印)

。①―イ及び②の場合、一般競争八札の場合は再度公

告を、指名競争入札の場合は指名替えを行い、再

度、入本とを行う。

※ 最低制限価格を設定できるものとして、工事以
外では製造の請負契約、情報システムの開発及び

改修に関する請負契約、清掃業務に関する請負契

約などがある。 (P,33～ 35参照)

。第 1回 目で最低制限価格を下回つていた場合、第 2

回目以降は参加できないが、入札会場からは退室

させない。



◎予定価格内で最低の同価入札者が 2者いた場合

A「最低入札価格〇〇円」

B「落札」

B「なお、落札となるべき最低入札価格〇〇円の入札

書を提出した業者が 2業者ありますので、地方自

治法施行令第 167条の 9の規定に基づき、くじに

より落札者を決定します。」

B「○○業者、OO業者こちらへおいでください。」
B「まず、くじを引く順序を定めるくじを引きます。」

(第 1回目くじ)

B「ただ今のくじの結果、OO業者が 1番 目、OO業

者が 2番 目と決定しました。」

B「次に落札者を決定するくじを引きます。」

(第 2回 目くじ)

B「ただ今のくじの結果、〇〇業者が落札者と決定し

ました。」

(入札書に「袖選」と「第O回落札」のスタンプ及び

入利1納行者の砕認印の押印)

◎落札決定したのち入札結果一覧表の作成及び公表を

行う。

・くじの辞退は不可。

・くじの辞退をしたときは、当該入札に関係がない職

員にくじを引かせる。

・入札書に、くじを引いた結果落札した旨を記入。


